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I

GriersonがかつてMarvellを,`DonneとDrydenをつなぐ最も興味深い

個性で,その最上の時には両者をしのぐ詩人'と評したのは有名である。この

評価の後半部分の正しさにも拘らず,その前半に対して,特に`個性'(Perso-

nality)という言葉に,疑問がないわけではない。実際Marvellは個々の詩の

立派さに拘らず,その詩人としての全体像は,さほど鮮明に浮び上がって来な

いし,詩人としてのStatureが作品の総和より小さいような,一見奇妙な印象

を抱かせる。特に`個性'や`人格'という言葉をもって評するには,その核心

となるべきものが欠けているように感じられる。結局,彼は人格であるよりは

触角的な感性であり,それ故時代精神の,矛盾する面をも,内面的分裂なしに

同時に表現する事が出来たのであって,例えばMiltonのように,より強烈に

時代精神を表現しながらも,反時代的(unzeitgem云8)な側面を露呈する事も

なかった。これは彼Marvellに弁証法的精神が具わっていたという事では

ない。彼はこの時代の詩人の中でも,対話詩の多い事で際立っているが,それ

らの対話は,Donneの劇的独自(Browningに二百年以上先立って,このよ

うに呼ばれる資格がある)や,`一人の対話'(dialogueofone)程にも,劇的

緊張を持っていない。Marvellの対話は,Miltonの仮面劇Comusが劇的でな

くて牧歌的であるのと同じ意味で,劇的でなくて牧歌的対話である。(私の念

頭にあるのは,特に宗教詩に属する二つの対話詩である。)また最も劇的に急
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迫した息づかいを見せるかの如き恋愛詩`TohisCoyMistress'にしても,い

かにも恋人を口説いているように見えながら,恋人はいそうな気配すらない。

読者の中にさえいない。この詩を読んで楽しんでいるのは男だけである。女性

の読者は,Crashawがいまだなき仮空の恋人に寄せた`WishesTohis(sup-

posed)mistresse'程にも心をそそのかされないだろうし,ましてやDonne

の`TheExtasie'のように,その詩の雰囲気がかもす不安感の中で,われにも

なく愛への改宗者になってしまうという気づかいはない。Marvellの詩の,こ

の毒のなさは,人格の核心のなさと無関係ではない。

さて,MarvelIを極めて没人格的(impersonal)な詩人であるかのように,

私は規定したが,宗教詩(それらは`religious'ではあっても,`devotional'

ではないので,どこまで宗教詩と呼べるか分らないが)としての彼の代表作の

一つであり,最も完壁な作と目される`OnaDropofDew'は,この没人格性

のゆえに完壁なのではあるまいか。この詩はCrashaw的とも,Herbert的と

も呼ばれるのみか,Donne的(AIvarez)とかVaughan的(Leishman)とさ

え言われて,そのどれにも一理ある事こそ,Marvell的なる所以である。これ

は彼の折衷主義に由来するのでなく,やはり投人格的な感性の声の表われであ

ろう。事実この詩は,自然の観察または観照の詩でもなければ,宗教的冥想の

詩でもなく(なぜなら冥想詩的な自己投入が見られない),要するにEmblem-

book的なallegoryの詩にすぎないと思われる。この詩はその限界内で完璧

なのである。ところで,この詩には`Rの'と題するラテン語と,`OnaDrop

OfDew'と題する(以下`Dew'と略記する)英語との二つのVerSiollSがあ

るが,その相異が問題にされた事はあまりない。Margoliouthは`Dew'の晦

渋な箇所の説明に`月の'を利用しているくらいのものであり,ギリシャ・ラテ

ンの古典詩に詳しいLeishmanも,どういうわけか`Ros'には全然触れてい

ない。前世紀の精力的な学者GrosartはMarvell全集を編んだ際に,ラテ

ン詩にも英訳を付したが,`勉S'と骨orわは'だけは訳出しなかったのも`Dew
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及び`TheGarden'との相異は,問題とするに足りないと見ての事であろう。

1964年に至ってWilliamA.McQueenとKiffinA.Rockwell両氏(以下

McQueen-Rockwellと記す)のT如上通われめ㌢〆A融爛れ肌血初が,

拉英対訳で刊行され,その後出たGeorgedeF.Lord編のModernLibrary

版でも,この二滴はっいては,両氏の訳を採用しているので,今ではこの訳を

頼りに読んでいる人も多いのではなかろうか。ただ,その訳が,どうもそのま

ま人前に出せるようなものではなさそうなので,その点の指摘を兼ねて,詩の

全文を逐一引用して,注釈を加えたい。

Ⅱ

`月∂S'

この詩は`elegiacpentameter'と呼ばれているdistichを単位としている。

最初の4行だけ,SCanSionを添える。なお,原詩の各行の末尾に付した数字

は,`Dew'において内容的におよそ対応する行を示す。

一㌣)し-し一に-1-))l一一
fCgr柁ね1扉Eoidgscg乃dのHG細川輸血「品肝心
_))l_))Ll_)〕し))l_
有聯〟属由ゐr個ゐわⅦ均偽刷=雨α血相.
_))l-_l__l_))し))し_
358招d混声海相日加融(川南短冊㌧動画戒
__I_))l_l_))l_))l_

£fαの勿扉.わ舶ね.如〟板前㍊官.蝕血.

(SeehowalittlejewelofOrientdewdescends

And,SprungfromtherosybreastofDawn,flowsontotheroses.

The鍋owersstand,Openedinsolicitousdesire,

Andstrivetoenticewiththeirleaves.)

1.2)`ofDawn'は`Dew'から補ったものであるが,Homeros」以来のepi-

thetである0608dGrUlo9'fh59(rosy-fingeredDawn)の応用であろう。但

Le離艦0加09(rosy-bosomed)と呼ばれる例はなく,多分MiltonがCo一
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musで用い,のちにGrayがそのまま借用する事になる`rosy-bosorrled、

Houre'が今一つのSOurCeであろうか。しかし`Ros'の`sinus'(cf・Sinu・

ous,Sine)という言葉は`あぶβの嗜'よりも,円が措くカーヴを一そう明らかに

出していて,この詩のCircle-imageryの一環をなしているが,その意義に

ついては,あとでまとめて述べる。

1.3)そういえばambifio乃〆という言葉にすら円のimageが暗示される。

しかし静と動で円のになう意味が異る。なお,第3行後半部分のMcQueen-

Rockwellの訳もいけないが,注も見当違いと思われる。この部分,`up-turn-

edinanxiousostentation'とでも訳すべきか。

1.4)PelliculSSeはPelliceo=allureの完了不定詞であるが,普通pelli-
lr)
ⅩlSSeとなる所。韻律的には等価(〉〉=-)であるが,pentameterのこの

箇所ではspondee(一一)が許されないので,珍しい形を用いた。(悲劇詩

人LiviusAndronicusにpenicuiという例が見られるのが典拠か。)

5JJJαα桝g乃♪αrαg鵬frのS.わざ痺αS♪ゐαgrαg,5

〃egJなif加呼出iJi椚i〝〃♪idα柁〃〝i・4

7海側貯用い痛通日制止蛸日成川前ゐ〝髄,6-8

g坤ri例i′αe紬抑元帥成仏融C用心の押姐

(Yetthatdrop,SurVeyingtheheightsofitsnativesphere,

Disdainsthepaintedthresholdofitsnewdwelling.

Andenclosedwithinitsshiningglobe,

Itshapesthewatersoftheetherealsphereasitcan.)

1.6)hospitiumをdwellingと訳したのは,`Dew'のMansionと同一視した

のであろうが,innという,仮の宿を意味する訳語の方が,適切である。

1.7)より正確にはwithinthevolumeofits‥.であるが,yOlumen=Whirl,
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coil,foldもcircle-imageryの一環であるとともに,Whirlという動的な意

味(cf.l.19Procellas=StOrmS)では,`Dew'のLRestlessitrolls'と同じ

く,完全で静止を表わすはずの円の,今一つの動的で不安定な意味を含んで

いる。

9励=扉由掠血路=如開通g㈹細雨かOstrum,

Ⅴ毎脚か嘲血は雨日面肌用的血如血

115`叫勅信が加が日払加血机地面肋い血㈹,

∫柁dg&Jd瑠g祝g花fig髄刑i柁epe柁dg≠〃刑〃鵬,

137'rね恥&玩埼両ゐ叩彿血血d海叩ゐ肋間,

〟αrCe′,〟fi和SgiSエ〃Cかッ机〃錘α、Gg乃ね.

15的り研融,&槻血肋かⅥ前日汀町壷血C払誠わ,

EtquotiesZephyroflctuatAura,fwit・

9
0
1

1
1

(Seehowit,rnOrenOble,SCOrnStheodorouspurple,

Andscarcelypressestherestingplacewithitspurefoot・

Itlooksupatthedistantheav印SWithalonggaze,

And,desiringthatplace,hangswithafaintglow,

Sad,Changedbysorrowintoliquidsorrow,

Itisspent,likeatearuponarosycheek.

Restless,howittremblesandquiversonitstroubledcouch,

And,aSOftenastheairstirswithabreeze,rOllsabout.)

1.11)この行から推すと,`Dew'の`solongdivided'のlongも,時間より

も空間的距離を表わすように思われる。(露の生命が長いと言っているので

ないならば。)

l.13)〟αγCg`=WitheTS,droopsは,むしろばらそのものにふさわしい用語で
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ある。ここで,1行目のGemmula(=littlejewel,gem)の原義がgemma

=budであって,のちにgemの意味に転じた事を想起すべきであろう。す

なわち,rOSとrOSαは相容れぬ仲である一方,なじみ合い,一致するとい

う裏の面がかくされている。

1.15)他動詞として用いた如棚ごtremb】eatの目的語は,場所ではなくて

て,対象を表わすから,Onは正確とは言えない。

17(紬α短わ的画面間=前脚りお前肋P加地勒

別れ崩れ胱鹿rd滋か肌朝地面目bm間.

19Sk&i乃短椚壷九血は句画知短rG融ねl明朋血の,

助川かⅦ用毎軸調川㈲k如血㍗柄融.

(Justasfearseizesanaivegirl

Ifshereturnshomeatnightalone.

Thusthedrop,Sh&kenintinystorms,

NowinitsvirginalshymeSSfearseverything,)

この部分は`Dew'において対応する詩行を持たない。

1.17)珍しくもMarvellがquantity(長短)の誤りを犯しているので,SCan

出来ない。応忘品p恵mと読ませるつもりであろうが,正しくはbrmid。

である。

11.19-20)一応訳し直せば

Sotoo,thedropisarousedtotinyhorridstorms,

Whileshefearseverythingforhermaidenlyshamefastness.

horridulus(=rathershaggy)はhorridusの指小形であるが,波が小さく

逆巻いている事であり,露の滴(microcosm)を海(macrocosm)に見立て

た描写である。Marvellはローマ皇帝Hadrianusの`己が魂に寄せる歌'を
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思い出していたのかも知れない。すなわち,

A元服通日甥卯血=痕傲九血,

短如日脚椚御れ脚卸壷,

叩αg乃祝和ぐ〃∂待is乃わCα

如J抗ね血γ海南k乃値毎血,.‥

Ronsardはそれを次のように翻案した。

AmeletteRonsardelette,

Mignonnelette,doucelette,

Tres-Cherehostessedemoncorps,

TudescensIAbasfoiblelette,

Pasle,maigrelette,Seulette,.日(`AsonAme')

2180乃gC虎〝現職如花月加他日滋明朗加U叫研切,17

∫花押gノ祝ゐαrrgd加〝椚S〟g御前彿日加止血18

(Untiltheengenderingsunwarmsitshoveringform

Withgentleraysanddrawsitbacktosplendor.)

11.21-22)genitale(engendering)という中性形は,Sol(Sun)という男性

名詞にかかるはずがなく,jubar(radiance)にかかる。そして意味は,dies

natalis(birthday)をdiesgenitalisとも言うと同じく,`ofbirth'であろ

う。その上,Oberrantemをhoveringformと訳したのも,意味の取違えで

ある。Oberrans(warlderingabout)は,次行のreduズ(restored,returned

と対をなす語で,`exiled'を意味する事,Marvell自身の次の用例(それを

McQueen-Rockwell自身も訳しているのである!)から知られる。すなわ

ち,JanaeOxenbrigiaeEDiiqPhium(EpitaphforJaneOxenbridge)なる
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散文で,例の名篇`Bermudas'に歌われた清教徒の植民に加わったJohn

Oxenbridge夫人を悼む。

・..Quem,ReligioTZiscausaoberrantem,UsqueadIncerEdnIBermudae

Insulamsecuta;‥.Tandemcum...inpatriamredux,magnamParlem

AngliaecumMaritoperv喝・ata;‥.(Whenhewasdrivenintoexile

forthesakeofhisreligion,Shefollowedhimtothetroubledisland

ofBermuda,.‥When,finally,〔she〕returnedto〔her〕horneland,She

travelledwith〔herhusband〕throughmuchofEngland;...1

従ってこの2行の大意は,次のようになるであろう。

Untilthesunwithhisgentlerayswarmsitinitsexile,

Anddrawsit,Whenrestored,tOtheradianCeOfitsbirth.

2371〃lis,i乃ゐ祝的α乃OSi♪ossif刀0reぴidgri,

及川目元日加酢は朋初は喝蘭弘坤腑珊脚都;

25月~舶C卯明朝=矧誠心〝地軸加はα職前壷CoeJi,

居間酌忠C誠cgsか¢〟rの叩〟grゐorOS,

ヽ

、

ノ

ヽ

、

ノ

1

4

2

3

2

1

2

2

(
(

(Such,ifitcouldbeseeninthehuman且ower,

1stheexiledsoul,COnStantlyawareoflongdelays;

Ittoo,thinkingofthefeastsofitsnativeheaven,

Overturnsthedrinkingcupsandpurplebanquetcouches.)

11.23-24)文法的には,丘上山は払毎(勿論先行詞は刃org)の節の中に,〟朗S

は外にあって,入れ替わっていると見られる。これはラテン語ではさして珍し

事ではない。またqgo=beawareofの如くに解しているが,dgO+ぴerゐ〃J

subslanliveは単なる迂説法である。E.g.gratiasL2gO=givethanks.従っ

てqg〟甥脚融い雪膀胱由れ全文は:
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Suchthesoul,ifitcouldbeseeninthehuman銀ower,

Where,eXiled,ittarriesallthelongwhile.

1.25)`Dew'では最後に至って,むしろ唐突に現われるMannaが,ここでは

準備されている。Cf.143.椚g乃Sisお誠S.

1.26)calixまたはeaかx(cup)は`花等'を,そしてPurPureusthorus(Crim・

sonbed)もばらの花を指す事の出来る言葉である。Blakeの`thybedOf

crimsonioy'(`TheSickRose')を参照。

また,そう見ると`Dew'の1.23にもかすかに対応するし,この詩自体の

1.9を回想してもいる。なお,thorus(torus)もcircle-imageryの一環と

して,`round,SWellingplace'が原義である。

27ダ細fissfiJJαSαCri,エ〟Cis∫C玩蕗勉り物Ⅶ醐壷, 19-20

Ⅳ0雅CとゆhrTyTiaUes紬,UとゆOreSabae.

29710わざgdi乃〆qクriisecgd仇日脚前ゐA昭叫

C8gなおわのrogSgS乃脚SαrgUe.

31∬曙脚撒坤押=明融那」抜海の脚餅肌日加肌聞(25)

勧dere祝椚♪〃rぴ0月乃giZi乃0γわG翫血間.

(Adropofthesacredfountain,aglimmerofeternallight,

ItisnotcaughtinTyrianrobeorscentofSaba,

Butwithdrawingcompletelyintothefortressofitsownlight,

1tdrawsinward,Closinguponitself.

Conforminginitsnaturewiththearchingheavenofthegreatgods,

Itbuildsastarryheaveninitssmallsphere.)

1.27)sci花はJα(spark)を単なるglimmerと訳したのはなぜだろうか。

1.釦)正確な訳を断念している。MaⅣellはなぜq椚描わⅥ朋と複数にした

のか。`gathersitselfintoasmallcircle'の意味ではないらしい。`towith-
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inthesmalltrenches'の意味であろうか。(γDpo9=trenCh・)そうすると,

露の玉が`itsownTear'であるように,その表面張力が`itsowntrenches'

というわけだが,`Dew'に比して`Ros'に目立つ`militantSoul'のimage

には,よりふさわしくなるが,一方ではこれは求心性のない球でもある。

1.31)Animusを,`disposition,Character'の意味の拡張により,.nature'と

訳したものであろうが,この意味では何かの形容詞を伴うはずではなかろう

か。(E.g.Animoesmolli.=Thouartofasoftnature・)従って単にmind

と解してよいと思う。なお,後段の`Dew'1.25への注を参照。

330加α椚わのばれと撒例㌣朋「椚戯れ止の柁Cの止れ灯ね。毎〟rdg27-28

の如誠御』軌跡ゐd彿前日祓如ぼ拗ね.29

355.ed鯨狛わ=蜘m血刑れ祓如αm地目扉∽前期;30

gh壷m聞力蛸日が∽めげ卸併如上厄.

370祝aSlゆgrOS坤gcねfr祝fiJαが,0ぬC視rわr勒存α;31

C勿れの血砲間冊,αrdgfα〝紗rgPoJi.32

(Howwellcontractedintoalittleimageoftheheavens,

Itshutsupeverywhereitssideopposedtotheworld.

But,0rnate,itdrinkstheraysofthesunintoitsroundmirror,

Andshines,OpentOthesurroundinglight.

Glowingwhereitfacesthegods,butdarkerbelow;

Scorningallelse,itburnswithloveoftheheavens・)

1.33)McQueen-Rockwellはaversaeなる句に注を施して,`theshapeon

theotherside,,i.e….thearcoftheheavensとしているが,`intothe

smallnessofaturned-aWay丘gure'の意味であって,`空'を指すのではな

かろう。英語の`averted'と同じく,この世に顔をそむけることである。そ
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れ故,`Howwell'はむしろ次行の`shutup'にかかると見て,Wellの次に

コンマを請いたいところである。

1.34)qPPoosilumはIyingoveragainst,すなわち,facingの意味である。

opposedtoと訳すと,むしろ逆の意味に取られないか。`この世に向かい合

った'とは下の面である。Cf.0おC〟rわrわかα(37).

395おおi紘ゐ柁c曙iJiPosce柁Sdiscederg羽咋0加,

び乃♂ね祝eCOegS£ic乃CαSO〟αのαβ.33-34

4110α押g柁αergO∫比お花di〟rOr的αC〟r∫〟∫;

仇乃C如柁c五mm咋噺相,椚∂みigsrわ好ifigr・(35-36)

(Itleapsup,desiringtodepartquickly,

Fullyready,freedforitsheavenlyjourney.

And,itswholesurfacestretchedinaerialcourse,

Leavinginaninstant,itspeedstoitsgoal.)

I.40)cincta(girt)=ready,SOluta(loose)=eaSieとは`Dew'の34-35で

paraphraseされている通りである。

1.41)この行を独立分詞構文のように訳し,次行で別に立てた主語itは,dew

を指すらしいが,原文はそうは読めない。`Itswholepathliesstretched

intotheairyway'であるが,Orbita(path,Orbit)はやはり直線でなく,

円形を,従って転生的なcirculationを暗示するのか。

1.42)前行から続くとすれば0γわ加が主語だが,それでは意味が通じない。ま

たぐ町如那という他動詞の目的語がない。更に如rcαゆ(takemyway)

とは言うが,如rSr〃gOとは,Sfri乃gOの意味が何であるにせよ,言わな

い。McQueen,Rockwellは,`この行が実際何を言おうとしているのか,残

念ながらわれわれは知らない'と注しながら,一応の解釈を下しているが,
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その際Punctim(byapoint)はPunctatim(inaninstant)のつもりで

訳した,と言っている。それでは,`Dew'の`Movingbutonapoint

below'(35)との対応は消えてしまうので,やはりか抑地元は♪緋裾が籾と

解したい。そこで考えるに,C〝如朋とSrわ好i`を入れ替えて,
__l__l_l_))「_))L

が玩Cか抑地元Sか玩gg鋸,棚減海α呵痛わか

と読む事は出来ないであろうか。韻律上は晶ゆ益と∫≠ri乃gの路,また

減産喝壷とC明細は等価である。それどころか,逆に,この新しい行は韻律
_)_I_〕)し

的に完全であるが,元のままでは硯胤k由布か用かとなって,amphima-

Cer(-)ー)が生じ,正確には具合が悪いのである。というのは椚0毎わの

e(shortbynature)は次にStr-という2個以上の子音(閉鎖音+流音のような

剋合せは例外)が来ることによって,longbypositionとして扱われるはずだか

らである。(現にこの詩の最後の行のds≠rαの第一音節は,母音は短いにも拘

らず,』滅相として扱われている。)しかしこれは,Marvell自身が1.10の
_))l_し.

桝OJJαざfrααにおいて反則しているので強くは言えない。更にLucretius
__l_))l_)

にまでgc≠のりOJJαSrααという例が見つかったのでは,彼のprosodyが

Augustan以前のものであるにせよ,何とも反論のしょうがない。しかし意

味の点で,この新しい行を見直すと,後半は問題なくすっきりするが,前半

も,Stringensに目的語をいまだ欠くとはいえ,`touchinglighly'の意味に

解すると,丁度`Dew'に対応することになる。そしてゐi乃Cはhenceの意

味だが,Onthissideとも解せる(但しこの場合はhing‥.,illinc‥.の

ように対になって用いられるのが,普通である。)すなわち,`Dew'の1.32

Here,1.35belowに当たる。そうすると前半は`Onthissidetouching

lightlybyapoint'で一先ずまとまるが,その主語がOrbitaでは困る。し

かも前行がセミコロンで終わる事も考え合わせ,勝手な考えが許されるなら

ば,この二行の問にpentameterとhexameter各一行の脱落があるのでは

ないか。というのは,余り積極的な理由ではないが,`Dew'は18行(露)+
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18行(魂)+4行(マンナ)に配分されていてSymmetricalな構造を取っ

ているのは偶然ではなかろう,ところが`Ros'では22行(露)+20行(魂)

+4行(マンナ)となって,2行の差で均斉が失われている。ここで2行の

JαC加乃α(脱落)があり,2行目にはゐi乃Cに対応するi〃わけが含まれていた,

という事なら,私のemendationには非常に好都合である。ついでにこの

詩集の初版が,独身の詩人の死後に,自称`未亡人'Mary`Marvell'によっ

て出された事情も考慮に入れておこう。その編者によれば,`肋r紬S'の方は

かなり脱落していたのだったが。

43が〃〃ddiねγ〟どのゐ飲用胱k偶力血冊はh矧厄37

かgSgrわカC加ifsはJαgeJαねSOわ:39

45gはαgeα♂SOわ,SedSoJ待〟Sゐ〃加∫αお花な形is

Ah胱日成レ彿崩日加壷「血か日南肱40

(Nototherwisedidmanna,OVerflowingwithblessednourishment,

Lie,afrozendrop,Onthedesertsoil:

Afrozendropontheground,butdrawnbypropitioussuns,

Itreturns,purer,tOthestarswhenceitfe11.)

1.43)`nowingoutfromtheheavenlyBanquetTables'と訳す方がirnageと

しても面白いし,1.25との対応も生きてくる。文法的にはどちらとも取れ

るとしても。

1.45)SoJ待鵬はそのまま複数に訳してよいものだろうか。鋤加という複数形

の意味は`heatofthesun'という事であろう。LucretiusのV,253に次

の例がある。

Parslerraiperuslasolibusadsiduis

(partoftheearth,parChedbytheincessanthealdihesun)
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1・46)quawhence(unde)ではなく砂theuqyitfellとすべきであろう。

Ⅱ

0花の甑ゆ〆刀伽

SeehowtheOrientDew,

ShedfromtheBosomoftheMorn

IntotheblowingRoses,

YetcarelessofitsMansionnew;

FortheclearRegionwhere'twasborn

Rourldinitsselfincloses:

AndinitslittleGlobesExtent,

FramesasitcanitsnativeElement.

Howitthepurplenow'rdoesslight,

Scarcetouchingwhereitlyes,

ButgazingbackupontheSkies,

ShineswithamournfulLight;

LikeitsownTear,

BecausesolongdividedfromtheSphear.

Restlessitroulesandunsecure,

Tremblinglestitgrowimpure:

TillthewarmSunpittyit'spain,

AndtotheSkiesexhaleitbackagain.

SotheSoul,thatDrop,thatRay

OftheclearFountainofEternalDay,

Coulditwithinthehumaneflow'rbeseen,

Remembringstillitsformerheight,

10

15

20
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Shunsthesweatleavesandblossomsgreen;

And,reCOllectlngitsownLight,

Does,initspureandcirclingthoughts,eXpreSS

ThegreaterHeaveninanHeavenless.

InhowcoyaFigurewound,

EverywayitturnSaWay;

SotheWorldexcludinground,

YetrecelVlngintheDay.

Darkbeneath,butbrightabove:

Heredisdaining,thereinLove.

Howlooseandeasiehencetogo:

Howgirtandreadytoascend.

Movingbutonapointbelow,

Itallaboutdoesupwardsbend.

SuchdidtheManna'S紺CredDewdestil;

White,andintire,thoughcongeal'dandchill.

Congeal'donEarth:butdoes,dissoIving,run

IntotheGloriesofth'AlmightySun,

25

30

35

40

15

`Ros'の検討を終えたあとで,`Ona・DropofDew'に帰る。ここでは先

ず,字句の解明よりもimageryの出所を中心として,探っていこう。いか

にCrashawに負う所が多いかが知られるのみでなく,それがMarvell独自

のものへと変容していく過程も見たい。

1.2)cf.Crashaw,`TheTeare',St.iv

SuchaPearleasthisis

(SliptfromAurora'sdewyBrest)
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TheRosebudssweetlip・kisses;…

1.13)cf.Zbid.,St.iii.

EachDropleavlngaplacesodeare,

Weepsforitselfe,isitsownTeare.

Zd.`Wishes.Tohis(supposed)Mistresse',11.52-54.

EachRubythere,

OrPearlethatdareappeare,

Beeitsownebユush,beeitsowrleTeare.

ll.17-18)cf.Marvell,`耳yesandTears,'st.vi.

SothealトseelngSuneaChday

DistillstheWorldwithchymickRay;

But丘ndsぬeEssenceonlyShow'相,

Whichstraightinpitybackhepoures.

ここでは,同じ詩人の作でありながら,また同じImotifによりながら,そ

の意味づけが,`Dew'におけると正反対であるのが,いかにもMarvenら

しい。

1.23)Margoliouthは`blossomsgreen'について,`YoungLove'11.11f.を

引き合いに出している。

WhosefairBlossomsaretoogreen

YetforLust,butnotforLove.

しかし,この例での含みは,green=immatureであろうから,今の場合,

必ずしも適切な比較ではない。むしろ`thegreenleavesandblossoms

SWeet'の平板さを救うために,形容詞を入れ替えるというレトリック(ト

リック?)を行なったのであろうか。Cf.Milton,`IIPenseroso',136,

WheretherudeAxwithheavedstroke
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(=WheretheheavedAxewithrudestroke)

17

1.25)`cirlicngthoughts'に対しdeF.Lordは`Thecirclewasanemblem

ofperfection'と注しているが,全篇が殆んどもっぱら円で組み立てられて

いる詩の中で,ただこれだけの事を言っても何の足しにもならない。この行

は`Rの'の1.31におよそ照応するものであろうが,その`甜卯研げノ短前脚'

に近似する`animovoIvo'(turnoverinone'Smind,reVOIveinone's

mind'におけるUOIvoにCircleは応対するのでなかろうか。

1.27)Coy=disdainful(?).ここでは単にShyの意味ではなさそうである。

(cf.1.32)

cf.Shakespeare,TamingdtheShrew,II,i,246,

Youwererough,andcoy,andsu11en.

というのは,前半(霧)と後半(魂)とでは,単に受動的なのと,Stoicな

fortitudeの姿勢との相異が見られると思うからである。Marvellはこの相

異,対照を`Ros'ではもっとはっきりと出しているが,`Dew'では,それを

和らげたと考えられる。

1.36)cf.Marvell,`Mourning',St.ii,

HerEyesconfus'd,anddoubledore,

WithTearssuspendederetheyflow,

Seembendingupwards,tOreStOre

ToHeaven,Whenceitcame,theirWoe.

これは更にCrashawの`Upwardsthoudostweepe'(`TheWeeper',St.iv)

から来ているのかも知れないが,Crashaw振りの習作のような`Mourning'

は別として,他の所ではMarvell流により深い内容を与えられている。例

えば

`UpontheHillandGroveatBilトborow',St.iii,
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‥.Seethenhowcourteousitascends,

Andallthewayitrisesbends;

Norforitselftheheightdoesgain,

ButonlystrivestoraisethePlain.

これは二重にMarvellの好み,また彼自身の性格を表わしている。それは

円のイメジとも区別されがたい,なだらかなカーヴヘの偏愛であり,これは

あながち円の絶対的安全性などと結びづけなくても,詩人自身の穏健中正な

性格から来ている。そしてhumilityによって高められるというのが,彼の

好む生活態度でもある。カーヴへの偏愛の例は,上の詩全体のmotifでも

あるが,次の`EyesandTears'にも見られる。

Notfullsaileshastingloadenhome,

NorthechastLadiespregnantWomb,

Norq四純血TeemlngShow'ssohir,

AstwoEyesswolnwithweepingare.(st.ix)

ただし,これもCrashaw流の習作でないならば,どれ程まじめに取るべき

かは分らない。

11.3-40)最後の4行は全篇をしめくくるmoral(教訓)であるが,そこでの

`Rの'と`Dew'との微妙な違いは,全体の,少くとも力点の違いを反映して

いる。`Dew'39行の`dissoIving,run'では個人の魂が,もはや人格的,個

人的永生(personalimmortality)にあずかるのではなく,キリストの手足

(membraChristi)として,全体的な生命の中に合流(runinto)するとい

うパタンは,`Ros'における`霊魂の下降'(TheDescentoftheSoul)を暗

示する`d紺地通拗'に始まって,最後により清きもの(♪髄rわr)となって天

界に帰るという新プラトン的な図式から,一応区別されよう。しかし,少女

(P〃eJJα)の比喩は`勉3'にのみ現われるが,これもまた,Wallersteinが指
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摘するように,Miltonの,Faith,Hope,Chastityにすり替わった三大徳目

と同じ,キリスト教のPuritanversion(またはperversion)であろう。と

もかく,露という無放物を魂の客観的相関物とすることは,アッシジの聖フ

ランシスのように,`わが姉妹なる水'(Sの・申錘は)と呼ぶ事の出来る深い生

命の感覚なくしては,不可能である。それ故,前半のみで完全な象徴詩とし

て独り立ち出来ず,そのくせ,魂の比喩としての扱いが,見え透いていて,

対応が正確であろうとすればする程,後半は冗長な反復となり,逆に前半か

ら離れようとすればする程,詩全体が分裂を来たすというディレンマがある。

その故にも,この詩は,露と魂の象徴主義的な同一化にまで高められない限

り成功しないはずである。事実これは寓喩乃至emblem的な等式化にとど

まっていて,イメジの美しさと形式の均斉のみから,完璧の作品と呼ばれて

いるにすぎない。そこで最後の4行に戻るが,PierreLegouisはマンナが

この段階で新しく持ち出されるのを欠点と見るけれども,先に述べたように,

`点の'の方ではそれ程唐突なわけでもなく,また分裂しがちな詩の前半と

後半とを改めて引き締め,調和させる役をも,この4行は果たしている。す

なわち,霧は太陽が`pitty'し,`exhale'するに対し,魂は自ら`go',`aL-

SCend'しようとする。この両者をつなぐマンナは,`dissoIve'する点で前者

の面を,`run'する点で後者の面を,それぞれ引き出している。この図式は

`血∫'においても同じで,太陽が露を気化して(び一坤0れ如),引き上げ(≠rαん如)

それに対し魂は自ら去る(discgdgrg)することを求めて旅立つ(Cαゆif如r)。

そしてマンナは,前者の面が吸い上げられ(ゐ"ばね)たとき,後者の観

点からは天界へと復帰(γ彿協)するのである。この詩は円の崩壊(The

BreakingoftheCircle)に対するDonneの不安よりも,ずっとのちに書

かれながら,気質的にその不安とは無縁であった詩人によって書かれた,円

への殆ど最後の讃歌となったのであった。彼Marvellは神の円を人間の直

線によって,(円と等積の)正方形に変形しようという,もの好きの徒を嘲
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けって言う。

・..Letothersvainlystrivet'immure

TheCircleintheQuadrature‥.

(`UponAppletonHouse',St.Vi)


